
岩手県やまだ議会だよりＮｏ． １１７  平成１９年７月１５日発行（１３）

収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
厳
し
い

長
崎
・
大
畑
地
区
へ
の
バ
ス
の
運
行

　
質
問
　
山
田
病
院
の
新
築
移

転
に
よ
り
、
通
院
が
遠
く
な
っ

た
地
域
、
長
崎
・
大
畑
方
面
に

岩
手
県
北
バ
ス
か
町
内
タ
ク

シ
ー
業
界
に
お
願
い
し
、
定
時

（
期
）の
バ
ス
運
行
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

　
沼
崎
町
長
　
現
在
町
内
を
運

行
し
て
い
る
路
線
バ
ス
は
、
定

期
バ
ス
路
線
代
替
バ
ス
等
の
運

行
を
町
が
県
北
自
動
車
株
式
会

社
に
委
託
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
新
た
に
路
線
バ
ス
を
運
行
す

る
場
合
や
路
線
の
変
更
を
行
う

場
合
は
、
所
有
バ
ス
台
数
の
確

保
、
収
支
の
見
込
み
、
運
賃
、

既
存
の
運
行
系
統
の
調
整
な
ど

の
事
業
計
画
書
を
作
成
し
国
の

許
可
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
従
っ
て
、
業
者
と
の
協
議

が
必
要
で
あ
り
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
る
と
厳
し
い
。

　
質
問
　
タ
ク
シ
ー
業
者
と
相

談
し
、
小
型
バ
ス
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
沼
崎
町
長
　
地
域
の
需
要
、

経
費
の
節
減
な
ど
を
考
え
、
提

起
さ
れ
た
内
容
は
、
こ
れ
か
ら

の
宿
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　
質
問
　
団
塊
の
世
代
の
定
年

退
職
が
始
ま
っ
た
。
２
０
０
５

年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
県
内
の

団
塊
世
代
は
約
６
万
９
千
人
で

試
算
で
は
こ
の
人
達
が
受
け
取

る
退
職
金
は
全
国
で
　
兆
円
超
、

３６

県
内
だ
け
で
も
約
５
千
億
円
以

上
だ
と
聞
く
。
県
職
員
の
退
職

者
は
３
４
６
人
で
、
退
職
金
は

昨
年
よ
り
　
億
円
以
上
多
い
総

１０

額
　
億
５
千
万
円
が
支
給
さ
れ

９７
た
よ
う
だ
。

　
昨
年
　
月
議
会
で
「
団
塊
世

１２

代
の
退
職
者
を
受
け
入
れ
る
方

法
と
し
て
、
農
地
付
き
宅
地
の

売
買
が
で
き
る
よ
う
に
」
と
の

質
問
に
、
農
用
地
以
外
の
遊
休

農
地
を
活
用
の
場
合
は
可
能
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
沼
崎
町
長
　「
農
地
付
き
宅

地
」
を
農
業
振
興
地
域
内
に
求

め
る
場
合
は
、
農
用
地
以
外
の

農
地
で
あ
れ
ば
一
部
を
宅
地
と

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
答

え
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
と

町の考えを聞く

総務行政
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遊休農地活用

希
望
す
る
相
談
や
農
地
移
動
は
な
い

「
農
地
付
き
宅
地
」の
売
買
の
状
況
は

こ
ろ
、
新
規
に
農
地
付
き
宅
地

を
希
望
す
る
相
談
は
な
い
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
農
地
の
移
動

事
案
も
な
い
。

　
質
問
　
本
町
の
遊
休
農
地
は

県
内
で
も
多
い
方
だ
。
新
た
な

活
用
方
法
を
考
え
る
べ
き
だ
。

　
沼
崎
町
長
　
本
年
度
、
織
笠

地
区
で
も
遊
休
農
地
対
策
と
し

て
ソ
バ
の
作
付
け
を
行
う
こ
と

に
し
て
お
り
、
町
、
町
農
業
委

員
会
で
前
向
き
な
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
る
。

定期路線バスの乗り入れが行われている県立山田病院

本年度、織笠地区でもソバの作付けなど遊
休農地の活用が行われます（轟木地区）


